
(57)【要約】

【課題】石積全体に対する効果的な補強が、前面側に殆

ど作業スペースを必要とすることなく行えるようにする

。

【解決手段】補強構造は、切土部となっている傾斜地山

１０の前面に、裏込め栗石層１２を介在させて、石積ブ

ロック１４を相互に隣接するようにして、上下方向に積

上げた石積壁１６に適用され、上部および脚部コンクリ

ート盤１８，２０と、一対の抑え板２２と、複数の控え

杭２４および基礎杭２６，網材２８とを備えている。コ

ンクリート盤１８は、石積壁１６の上端側にあって左右

方向に延設されている。コンクリート盤２０は、石積壁

１６の下端側にあって左右方向に延設される。抑え板２

２は、石積壁１６の上下方向に延設されて、上下端がコ

ンクリート盤１８とコンクリート盤２０に固定されてい

る。控え杭２４は、裏込め栗石層１２の背面側の地山１

０中に打設されている。基礎杭２６は、石積壁１６の前

面側の地山１０中に打設されている。

【選択図】　　図１

JP 2005-9210 A 2005.1.13



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
傾 斜 地 山 の 前 面 に 、 裏 込 め 栗 石 層 を 介 在 さ せ て 、 複 数 の 石 積 ブ ロ ッ ク を 相 互 に 隣 接 す る よ
う に し て 積 み 上 げ た 石 積 壁 の 補 強 構 造 に お い て 、
前 記 石 積 壁 の 上 下 端 に 構 築 さ れ 、 前 記 石 積 壁 の 左 右 方 向 に 延 設 さ れ る 上 部 お よ び 脚 部 コ ン
ク リ ー ト 盤 と 、
上 下 端 が 前 記 上 部 コ ン ク リ ー ト 盤 と 前 記 脚 部 コ ン ク リ ー ト 盤 に そ れ ぞ れ 固 定 さ れ 、 前 記 石
積 壁 の 上 下 方 向 に 延 設 さ れ る 抑 え 板 と 、
前 記 上 部 コ ン ク リ ー ト 盤 に 頭 部 が 定 着 さ れ 、 下 端 が 前 記 傾 斜 地 山 の 所 定 深 度 に 到 達 す る よ
う に 垂 設 さ れ た 複 数 の 控 え 杭 と 、
前 記 脚 部 コ ン ク リ ー ト 盤 に 頭 部 が 定 着 さ れ 、 下 端 が 前 記 傾 斜 地 山 の 所 定 深 度 に 到 達 す る よ
う に 垂 設 さ れ た 複 数 の 基 礎 杭 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 石 積 壁 の 補 強 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 石 積 ブ ロ ッ ク の 前 面 に は 、 前 記 抑 え 板 で 固 定 さ れ る 網 材 を 覆 設 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ 記 載 の 石 積 壁 の 補 強 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 抑 え 板 は 、 そ の 上 端 側 に 装 着 さ れ る ア ン カ ー ボ ル ト に よ り 前 記 上 部 コ ン ク リ ー ト 盤 に
固 定 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 石 積 壁 の 補 強 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 ア ン カ ー ボ ル ト は 、 前 記 控 え 杭 の 頭 部 に 連 結 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 石
積 壁 の 補 強 構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 石 積 壁 は 、 既 設 の も の で あ っ て 、 前 記 補 強 構 造 を ５ ～ １ ０ ｍ の ピ ッ チ で 設 置 す る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ４ の い ず れ か １ 項 記 載 の 石 積 壁 の 補 強 構 造 。
【 請 求 項 ６ 】
傾 斜 地 山 の 前 面 に 、 裏 込 め 栗 石 層 を 介 在 さ せ て 、 複 数 の 石 積 ブ ロ ッ ク を 相 互 に 隣 接 す る よ
う に し て 積 み 上 げ た 石 積 壁 の 補 強 工 法 に お い て 、
前 記 石 積 壁 の 上 ， 下 端 側 の 地 山 中 に 、 前 記 石 積 壁 の 左 右 方 向 に 沿 っ て 、 所 定 の 間 隔 を 隔 て
て 複 数 の 控 え 杭 お よ び 基 礎 杭 を 打 設 す る 工 程 と 、
前 記 石 積 壁 の 前 面 側 に 沿 っ て 、 上 下 方 向 に 延 び る 一 対 の 抑 え 板 を 、 前 記 石 積 壁 の 左 右 方 向
に 所 定 の 間 隔 を 隔 て て 設 置 す る 工 程 と 、
前 記 基 礎 杭 の 頭 部 と 、 前 記 抑 え 板 の 下 端 側 と を 埋 設 す る よ う に し て 、 前 記 石 積 壁 の 下 端 前
面 に 沿 っ て 脚 部 コ ン ク リ ー ト 盤 を 形 成 す る 工 程 と 、
前 記 控 え 杭 の 頭 部 と 、 前 記 抑 え 板 の 上 端 側 に 設 け ら れ た ア ン カ ー ボ ル ト と を 埋 設 す る よ う
に し て 上 部 コ ン ク リ ー ト 盤 を 形 成 す る 工 程 と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 石 積 壁 の 補 強 工 法 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 ６ 記 載 の 石 積 壁 の 補 強 方 法 に お い て 、 前 記 抑 え 板 を 設 置 す る 前 に 、 前 記 石 積 ブ ロ ッ
ク の 前 面 に 網 材 を 覆 設 す る こ と を 特 徴 と す る 石 積 壁 の 補 強 工 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 複 数 の 石 積 ブ ロ ッ ク を 相 互 に 隣 接 す る よ う に し て 積 み 重 ね た 石 積 壁 の 補 強 構
造 お よ び 補 強 工 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
重 力 式 擁 壁 の 一 種 と し て 、 間 知 石 な ど の 石 積 ブ ロ ッ ク を 積 み 重 ね た 石 積 壁 が 知 ら れ て お り
、 こ の 種 の 石 積 壁 の 耐 震 補 強 対 策 と し て は 、 例 え ば 、 非 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る よ う
に 以 下 に 示 す ６ つ の 方 法 が 、 従 来 採 用 さ れ て い た 。
▲ １ ▼ ． 間 知 石 の 目 地 部 分 に モ ル タ ル を 充 填 す る 方 法
▲ ２ ▼ ． 石 積 壁 の 前 面 に コ ン ク リ ー ト 擁 壁 を 施 工 す る 方 法
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▲ ３ ▼ ． 石 積 壁 の 前 面 に 格 子 枠 工 を 設 置 す る 方 法
▲ ４ ▼ ． 石 積 壁 の 前 面 か ら 鉄 筋 な ど の 地 山 補 強 材 を 打 設 す る 方 法 、 こ の 方 法 で は 、 補 強 材
を 背 面 地 山 に 深 く 打 設 す る た め 、 補 強 材 の 長 さ は 、 ２ ｍ 以 上 と す る 必 要 が あ る 。
▲ ５ ▼ ． 石 積 壁 の 前 面 か ら グ ラ ウ ン ド ア ン カ ー を 打 設 す る 方 法
▲ ６ ▼ ． 石 積 壁 の 背 面 に 抑 止 杭 を 打 設 す る 方 法
し か し な が ら 、 こ の よ う な 従 来 の 石 積 壁 の 補 強 方 法 に は 、 以 下 に 説 明 す る 課 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 非 特 許 文 献 １ 】
宅 地 擁 壁 の 耐 震 補 強 ・ 補 修 の 技 術 に つ い て 、 「 基 礎 工 」 Ｖ ｏ ｌ ． ２ ９ 、 Ｎ ｏ ． ４ 、 ｐ ｐ ２
１ － ２ ７ 、 ２ ０ ０ １ ．
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
す な わ ち 、 ▲ １ ▼ 方 法 で は 、 間 知 石 が 相 互 に 充 分 連 結 さ れ な い の で 、 裏 込 め 土 の 流 失 防 止
と し て は 効 果 的 で あ る が 、 石 積 壁 全 体 の 安 定 性 に 対 す る 効 果 が 期 待 で き な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
▲ ２ ▼ 方 法 で は 、 石 積 壁 の 安 定 性 を 向 上 さ せ る 効 果 が あ る が 、 裏 込 め 栗 石 の 沈 下 に 伴 う 石
積 壁 の 転 倒 に 対 す る 効 果 が 低 く 、 施 工 費 用 も 高 い 。 ▲ ３ ▼ 方 法 は 、 裏 込 め 栗 石 の 沈 下 に 伴
う 石 積 壁 の 転 倒 に 対 す る 効 果 が 低 く 、 石 積 ブ ロ ッ ク の 抜 け 出 し の 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
▲ ４ ▼ 方 法 は 、 打 設 機 械 が 大 型 化 し 、 前 面 に 既 設 構 造 物 な ど が あ る 場 合 に は 、 作 業 ス ペ ー
ス が 十 分 確 保 す る こ と が で き な い 場 合 に は 、 採 用 す る こ と が で き な い 。 ▲ ５ ▼ ， ▲ ６ ▼ 方
法 は 、 ▲ ４ ▼ 方 法 よ り も さ ら に 打 設 機 械 が 大 規 模 に な り 、 前 面 側 の 作 業 ス ペ ー ス も よ り 大
き な も の が 必 要 に な り 、 工 期 が か か り 、 工 費 も よ り 一 層 高 く な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
以 上 の 課 題 を 要 約 す る と 、 従 来 の 石 積 壁 の 補 強 方 法 で は 、 工 費 が 比 較 的 廉 価 で あ れ ば 、 石
積 全 体 の 安 定 性 に 対 す る 効 果 が 低 く 、 補 強 対 策 と し て 効 果 的 な 方 法 は 、 工 費 が 非 常 に 高 く
、 前 面 側 に 作 業 ス ペ ー ス を 必 要 と し 、 し か も 、 大 規 模 な 施 工 機 械 が 必 要 に な る と い う 問 題
が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 は 、 こ の よ う な 従 来 の 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 そ の 目 的 と す る と こ
ろ は 、 石 積 全 体 に 対 す る 効 果 的 な 補 強 が 、 前 面 側 に 殆 ど 作 業 ス ペ ー ス を 必 要 と す る こ と な
く 行 え る 石 積 壁 の 補 強 構 造 お よ び 補 強 工 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 、 傾 斜 地 山 の 前 面 に 、 裏 込 め 栗 石 層 を 介 在 さ せ て 、
複 数 の 石 積 ブ ロ ッ ク を 相 互 に 隣 接 す る よ う に し て 積 み 上 げ た 石 積 壁 の 補 強 構 造 に お い て 、
前 記 石 積 壁 の 上 下 端 に 構 築 さ れ 、 前 記 石 積 壁 の 左 右 方 向 に 延 設 さ れ る 上 部 お よ び 脚 部 コ ン
ク リ ー ト 盤 と 、 上 下 端 が 前 記 上 部 コ ン ク リ ー ト 盤 と 前 記 脚 部 コ ン ク リ ー ト 盤 に そ れ ぞ れ 固
定 さ れ 、 前 記 石 積 壁 の 上 下 方 向 に 延 設 さ れ る 抑 え 板 と 、 前 記 上 部 コ ン ク リ ー ト 盤 に 頭 部 が
定 着 さ れ 、 下 端 が 前 記 傾 斜 地 山 の 所 定 深 度 に 到 達 す る よ う に 垂 設 さ れ た 複 数 の 控 え 杭 と 、
前 記 脚 部 コ ン ク リ ー ト 盤 に 頭 部 が 定 着 さ れ 、 下 端 が 前 記 傾 斜 地 山 の 所 定 深 度 に 到 達 す る よ
う に 垂 設 さ れ た 複 数 の 基 礎 杭 と を 設 け た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
こ の よ う に 構 成 し た 石 積 壁 の 補 強 構 造 に よ れ ば 、 上 部 お よ び 脚 部 コ ン ク リ ー ト 盤 ， 抑 え 板
， 控 え 杭 ， 基 礎 杭 と が 、 全 て 連 結 さ れ た 構 造 に な っ て い る の で 、 構 造 力 学 的 に は 、 側 面 か
ら 見 た 形 態 に お い て 、 全 体 が 変 形 ラ ー メ ン 構 造 と し て 機 能 し 、 こ れ に よ り 耐 震 補 強 性 能 が
向 上 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
前 記 石 積 ブ ロ ッ ク の 前 面 に は 、 前 記 抑 え 板 で 固 定 さ れ る 網 材 を 覆 設 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
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前 記 抑 え 板 は 、 そ の 上 端 側 に 装 着 さ れ る ア ン カ ー ボ ル ト に よ り 前 記 上 部 コ ン ク リ ー ト 盤 に
固 定 す る こ と が で き る 。
前 記 ア ン カ ー ボ ル ト は 、 前 記 控 え 杭 の 頭 部 に 連 結 す る こ と が で き る 。
前 記 石 積 壁 は 、 既 設 の も の で あ っ て 、 前 記 補 強 構 造 を ５ ～ １ ０ ｍ の ピ ッ チ で 設 置 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ま た 、 本 発 明 は 、 傾 斜 地 山 の 前 面 に 、 裏 込 め 栗 石 層 を 介 在 さ せ て 、 複 数 の 石 積 ブ ロ ッ ク を
相 互 に 隣 接 す る よ う に し て 積 み 上 げ た 石 積 壁 の 補 強 工 法 に お い て 、 前 記 石 積 壁 の 上 ， 下 端
側 の 地 山 中 に 、 前 記 石 積 壁 の 左 右 方 向 に 沿 っ て 、 所 定 の 間 隔 を 隔 て て 複 数 の 控 え 杭 お よ び
基 礎 杭 を 打 設 す る 工 程 と 、 前 記 石 積 壁 の 前 面 側 に 沿 っ て 、 上 下 方 向 に 延 び る 一 対 の 抑 え 板
を 、 前 記 石 積 壁 の 左 右 方 向 に 所 定 の 間 隔 を 隔 て て 設 置 す る 工 程 と 、 前 記 基 礎 杭 の 頭 部 と 、
前 記 抑 え 板 の 下 端 側 と を 埋 設 す る よ う に し て 、 前 記 石 積 壁 の 下 端 前 面 に 沿 っ て 脚 部 コ ン ク
リ ー ト 盤 を 形 成 す る 工 程 と 、 前 記 控 え 杭 の 頭 部 と 、 前 記 抑 え 板 の 上 端 側 に 設 け ら れ た ア ン
カ ー ボ ル ト と を 埋 設 す る よ う に し て 上 部 コ ン ク リ ー ト 盤 を 形 成 す る 工 程 と を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
こ の よ う に 構 成 し た 石 積 壁 の 補 強 方 法 に よ れ ば 、 全 て の 工 程 が 石 積 壁 の 上 部 側 か ら 行 え る
の で 、 石 積 壁 の 前 面 側 に 作 業 ス ペ ー ス が な く て も 施 工 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
前 記 石 積 壁 の 補 強 方 法 に お い て は 、 前 記 抑 え 板 を 設 置 す る 前 に 、 前 記 石 積 ブ ロ ッ ク の 前 面
に 網 材 を 覆 設 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 の 形 態 に つ い て 、 添 付 図 面 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ か
ら 図 ６ は 、 本 発 明 に か か る 石 積 壁 の 補 強 構 造 お よ び 補 強 工 法 の 一 実 施 例 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
同 図 に 示 し た 補 強 構 造 は 、 切 土 部 と な っ て い る 傾 斜 地 山 １ ０ の 前 面 に 、 裏 込 め 栗 石 層 １ ２
を 介 在 さ せ て 、 複 数 の 間 知 石 な ど の 石 積 ブ ロ ッ ク １ ４ を 相 互 に 隣 接 す る よ う に し て 、 上 下
方 向 に 積 上 げ た 石 積 壁 １ ６ に 適 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
石 積 壁 １ ６ の 下 端 に は 、 基 礎 コ ン ク リ ー ト 盤 １ ７ が 構 築 さ れ て い る 。 裏 込 め 栗 石 層 １ ２ は
、 所 定 粒 径 の 多 数 の 栗 石 を 所 定 厚 み に 積 層 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
石 積 ブ ロ ッ ク １ ４ は 、 ほ ぼ 正 方 形 状 の 前 面 を 備 え 、 控 え 長 さ が ほ ぼ 同 じ に な る よ う に 揃 え
ら れ 、 か つ 、 鉛 直 断 面 が 概 略 台 形 状 に な る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 こ の よ う な 石 積 ブ ロ ッ
ク １ ４ は 、 前 面 側 か ら み て 、 外 周 の 端 面 が 左 右 お よ び 上 下 方 向 に 隣 接 す る 部 分 で 、 相 互 に
当 接 す る よ う に し て 、 基 礎 コ ン ク リ ー ト 盤 １ ７ 上 に 一 段 毎 に 設 置 さ れ て 、 多 段 状 に 積 み 上
げ ら れ て 所 定 高 さ の 石 積 壁 １ ６ が 構 築 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
こ の よ う な 石 積 壁 １ ６ は 、 石 積 ブ ロ ッ ク １ ４ 同 士 が 相 互 に 当 接 し て い る も の の 、 各 石 積 ブ
ロ ッ ク １ ４ が 個 別 に 独 立 し て 動 く こ と が で き る の で 、 柔 軟 性 を 有 し て い る も の の 、 反 面 、
相 互 に 拘 束 な い し は 一 体 化 さ れ て い な い の で 、 地 震 時 に は 、 個 々 の 石 積 ブ ロ ッ ク １ ４ が 慣
性 力 に よ っ て 、 前 面 に は ら み 出 し て 、 場 合 に よ っ て は 崩 壊 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ま た 、 こ の よ う な 構 造 の 石 積 壁 １ ６ は 、 振 動 実 験 の 結 果 、 加 振 に 伴 っ て 、 石 積 壁 の １ ６ の
裏 込 め 栗 石 層 １ ２ が 沈 下 し 、 石 積 壁 １ ６ が 前 面 に は ら み 出 し た り 、 あ る い は 、 頭 部 の 前 倒
れ 現 象 が 生 じ 、 不 安 定 化 す る こ と が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
そ こ で 、 本 実 施 例 で は 、 石 積 壁 １ ６ の 拘 束 ， 一 体 化 を 図 り 、 裏 込 め 栗 石 層 １ ２ の 沈 下 を 防
止 す る 補 強 構 造 を 案 出 し た 。 こ の 補 強 構 造 は 、 上 部 お よ び 脚 部 コ ン ク リ ー ト 盤 １ ８ ， ２ ０
と 、 一 対 の 抑 え 板 ２ ２ と 、 複 数 の 控 え 杭 ２ ４ お よ び 基 礎 杭 ２ ６ ， 網 材 ２ ８ と を 備 え て い る
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。
【 ０ ０ ２ ３ 】
上 部 コ ン ク リ ー ト 盤 １ ８ は 、 石 積 壁 １ ６ の 上 端 側 に あ っ て 、 コ ン ク リ ー ト の 現 場 打 設 に よ
り 構 築 さ れ 、 石 積 壁 １ ６ の 左 右 方 向 に 延 設 さ れ 、 所 定 の 厚 み と 幅 と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
脚 部 コ ン ク リ ー ト 盤 ２ ０ は 、 石 積 壁 １ ６ の 下 端 側 に あ っ て 、 コ ン ク リ ー ト の 現 場 打 設 に よ
り 構 築 さ れ 、 石 積 壁 １ ６ の 左 右 方 向 に 延 設 さ れ 、 上 部 コ ン ク リ ー ト 盤 １ ８ と 同 じ 長 さ を 有
し 、 所 定 の 厚 み と 幅 と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
抑 え 板 ２ ２ は 、 板 状 の プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 板 な ど で 構 成 さ れ 、 石 積 ブ ロ ッ ク １ ４ の
前 面 に 沿 っ て 、 石 積 壁 １ ６ の 上 下 方 向 に 延 設 さ れ て 、 上 下 端 が 上 部 コ ン ク リ ー ト 盤 １ ８ と
脚 部 コ ン ク リ ー ト 盤 ２ ０ に そ れ ぞ れ 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
一 対 の 抑 え 板 ２ ２ は 、 石 積 壁 １ ６ の 左 右 方 向 に 沿 っ て 、 所 定 の 間 隔 を 隔 て て 配 置 さ れ て い
る 。 控 え 杭 ２ ４ は 、 コ ン ク リ ー ト 製 な ど の 既 製 杭 か ら 構 成 さ れ 、 裏 込 め 栗 石 層 １ ２ の 背 面
側 の 地 山 １ ０ 中 に 打 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
本 実 施 例 の 場 合 、 控 え 杭 ２ ４ は 、 石 積 壁 １ ６ の 左 右 方 向 に 沿 っ て 、 所 定 の 間 隔 を 隔 て て 配
置 さ れ 、 こ の 設 置 間 隔 は 、 抑 え 板 ２ ２ の 間 隔 と 同 じ 間 隔 に な っ て い る 。 ま た 、 各 控 え 杭 ２
４ は 、 そ の 下 端 が 石 積 壁 １ ６ の 下 端 に 設 け ら れ て い る 基 礎 コ ン ク リ ー ト 盤 １ ７ よ り も 以 深
に な り 、 頭 部 が 上 部 コ ン ク リ ー ト 盤 １ ８ 中 に 埋 設 定 着 す る よ う に 垂 直 状 態 に 打 設 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
基 礎 杭 ２ ６ は 、 コ ン ク リ ー ト 製 な ど の 既 製 杭 か ら 構 成 さ れ 、 石 積 壁 １ ６ の 前 面 側 の 地 山 １
０ 中 に 打 設 さ れ て い る 。 基 礎 杭 ２ ６ は 、 石 積 壁 １ ６ の 左 右 方 向 に 沿 っ て 、 所 定 の 間 隔 を 隔
て て 配 置 さ れ 、 こ の 設 置 間 隔 は 、 抑 え 板 ２ ２ お よ び 控 え 杭 ２ ４ の 間 隔 と 同 じ 間 隔 に な っ て
い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ま た 、 各 基 礎 杭 ２ ６ は 、 頭 部 が 脚 部 コ ン ク リ ー ト 盤 ２ ０ 中 に 埋 設 定 着 す る よ う に 垂 直 状 態
に 打 設 さ れ て い る 。 網 材 ２ ８ は 、 金 網 や ジ オ グ リ ッ ト な ど で 構 成 さ れ 、 石 積 壁 １ ６ の 石 積
ブ ロ ッ ク １ ４ の 前 面 を 覆 う よ う に し て 、 抑 え 板 ２ ２ よ り 固 定 設 置 さ れ 、 石 積 ブ ロ ッ ク １ ４
の 前 面 側 へ の 抜 け 落 ち を 防 止 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
本 実 施 例 の 場 合 、 一 対 の 抑 え 板 ２ ２ は 、 上 端 側 が 、 前 面 側 か ら 装 着 さ れ る ア ン カ ー ボ ル ト
３ ０ に よ っ て 、 上 部 コ ン ク リ ー ト 盤 １ ８ 中 に 埋 設 固 定 さ れ る と と も に 、 控 え 杭 ２ ４ と も 連
結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
こ の ア ン カ ー ボ ル ト ３ ０ は 、 両 端 に ね じ 部 が 刻 設 さ れ て い て 、 一 端 側 が 控 え 杭 ２ ４ の 頭 部
に 固 定 さ れ た 連 結 金 具 ３ ２ と 結 合 さ れ 、 他 端 側 は 、 抑 え 板 ２ ２ に 設 け ら れ た 貫 通 孔 内 に 挿
通 さ せ て 、 ナ ッ ト の 螺 着 に よ り 、 抑 え 板 ２ ２ の 上 面 に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
こ の ア ン カ ー ボ ル ト ３ ０ は 、 上 部 コ ン ク リ ー ト 盤 １ ８ で 、 控 え 杭 ２ ４ と 抑 え 板 ２ ２ と を 連
結 す る の で 、 必 ず し も 必 要 と し な い が 、 こ れ を 設 け る と 、 控 え 杭 ２ ４ と 抑 え 板 ２ ４ と の 結
合 が 強 化 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
な お 、 上 記 実 施 例 の 補 強 構 造 は 、 既 設 な い し は 新 設 石 積 壁 の 双 方 に 適 用 す る こ と が で き る
。 こ の 場 合 、 本 実 施 例 の 補 強 構 造 は 、 ５ ～ １ ０ ｍ の ピ ッ チ で 設 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
以 上 の よ う に 構 成 し た 石 積 壁 の 補 強 構 造 に よ れ ば 、 控 え 杭 ２ ４ の 頭 部 と 基 礎 杭 ２ ６ の 頭 部
が 、 上 部 お よ び 脚 部 コ ン ク リ ー ト 盤 １ ８ ， ２ ０ ， 抑 え 板 ２ ２ を 介 し て 連 結 し た 形 態 と な り
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、 上 部 お よ び 脚 部 コ ン ク リ ー ト 盤 １ ８ ， ２ ０ ， 抑 え 板 ２ ２ ， 控 え 杭 ２ ４ ， 基 礎 杭 ２ ６ と が
、 全 て 連 結 さ れ た 構 造 に な っ て い る の で 、 構 造 力 学 的 に は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 側 面 か ら
見 た 形 態 に お い て 、 全 体 が 変 形 ラ ー メ ン 構 造 と し て 機 能 し 、 こ れ に よ り 耐 震 補 強 性 能 が 向
上 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
次 に 、 本 発 明 に か か る 石 積 壁 の 補 強 工 法 に つ い て 説 明 す る 。 傾 斜 地 山 １ ０ の 前 面 に 、 裏 込
め 栗 石 層 １ ２ を 介 在 さ せ て 、 複 数 の 石 積 ブ ロ ッ ク １ ４ を 相 互 に 隣 接 す る よ う に し て 積 み 上
げ た 石 積 壁 １ ６ の 補 強 を 行 う 際 に は 、 ま ず 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 石 積 壁 １ ６ の 上 ， 下 端 側
の 地 山 １ ０ 中 に 、 複 数 の 控 え 杭 ２ ４ と 基 礎 杭 ２ ６ と が 打 設 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
控 え 杭 ２ ４ お よ び 基 礎 杭 ２ ６ は 、 例 え ば 、 既 製 の 鋼 管 杭 な ど が 用 い ら れ 、 各 杭 ２ ４ ， ２ ６
は 、 石 積 壁 １ ６ の 上 部 側 か ら 打 設 さ れ る 。 こ の 際 に 、 控 え 杭 ２ ４ は 、 石 積 壁 １ ６ の 左 右 方
向 に 沿 っ て 、 裏 込 め 栗 石 層 １ ２ の 背 面 側 の 地 山 １ ０ 中 に 、 所 定 の 間 隔 を 隔 て て 複 数 が 打 設
さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
ま た 、 各 控 え 杭 ２ ４ は 、 そ の 下 端 が 石 積 壁 １ ６ の 下 端 に 設 け ら れ て い る 基 礎 コ ン ク リ ー ト
盤 １ ７ よ り も 以 深 に な り 、 頭 部 が 地 盤 面 よ り も 上 方 に 突 出 す る よ う に し て 、 垂 直 状 態 に 打
設 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
一 方 、 基 礎 杭 ２ ６ は 、 石 積 壁 １ ６ の 前 面 側 の 地 山 １ ０ 中 に 打 設 さ れ 、 石 積 壁 １ ６ の 左 右 方
向 に 沿 っ て 、 所 定 の 間 隔 を 隔 て て 配 置 さ れ る 。 こ の 場 合 の 設 置 間 隔 は 、 控 え 杭 ２ ４ の 間 隔
と 同 じ 間 隔 に な っ て お り 、 各 基 礎 杭 ２ ６ の 頭 部 も 地 盤 面 か ら 上 方 に 突 出 す る よ う に し て 、
垂 直 状 態 に 打 設 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
控 え 杭 ２ ４ と 基 礎 杭 ２ ６ の 打 設 が 終 了 す る と 、 次 に 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 抑 え 板 ２ ２ の 設
置 が 行 わ れ る 。 抑 え 板 ２ ２ は 、 プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 板 な ど で 構 成 さ れ て 、 所 定 の 長
さ を 備 え た 板 材 で あ っ て 、 予 め 準 備 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
本 実 施 例 の 場 合 、 抑 え 板 ２ ２ は 、 同 じ 構 成 の も の が 一 対 用 い ら れ る 。 一 対 の 抑 え 板 ２ ２ は
、 石 積 壁 １ ６ の 前 面 側 に 沿 っ て 、 上 下 方 向 に 延 び 、 か つ 、 石 積 壁 １ ６ の 左 右 方 向 に 所 定 の
間 隔 を 隔 て て 設 置 さ れ る 。 こ の と き の 設 置 間 隔 は 、 控 え 杭 ２ ４ お よ び 基 礎 杭 ２ ６ の 間 隔 と
同 じ 間 隔 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
な お 、 本 実 施 例 の 場 合 に は 、 こ の 抑 え 板 ２ ２ を 設 置 す る 前 に 、 石 積 壁 １ ６ の 石 積 ブ ロ ッ ク
１ ４ の 前 面 に は 、 網 材 ２ ８ が こ れ を 覆 う よ う に し て 設 置 さ れ 、 設 置 さ れ た 網 材 ２ ８ を 抑 え
板 ２ ２ で 固 定 す る 。 こ の 場 合 に 用 い ら れ る 網 材 ２ ８ は 、 例 え ば 、 所 定 メ ッ シ ュ の 金 網 や 、
ジ オ グ リ ッ ド で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
抑 え 板 ２ ２ の 設 置 が 終 了 す る と 、 各 抑 え 板 ２ ２ 上 端 側 に ア ン カ ー ボ ル ト ３ ０ が 設 置 さ れ る
。 ア ン カ ー ボ ル ト ３ ０ は 、 両 端 に ね じ が 刻 設 さ れ た も の で あ っ て 、 抑 え 板 ２ ２ の 上 端 側 に
設 け ら れ た 貫 通 孔 内 に 挿 通 さ れ 、 先 端 側 が 控 え 杭 ２ ４ の 頭 部 に 装 着 さ れ た 連 結 金 具 ３ ２ 内
に 挿 入 さ れ て 、 ナ ッ ト を 螺 着 す る こ と で 、 こ れ に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
次 に 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 基 礎 杭 ２ ６ の 頭 部 と 抑 え 板 ２ ２ の 下 端 側 と を 、 埋 設 す る よ う に
し て 、 脚 部 コ ン ク リ ー ト 盤 ２ ０ が 現 場 打 設 に よ り 形 成 さ れ る 。 こ の 場 合 、 脚 部 コ ン ク リ ー
ト 盤 ２ ０ は 、 石 積 壁 １ ６ の 下 端 前 面 に 沿 っ て 、 所 定 の 幅 を 有 し 、 石 積 壁 １ ６ の 左 右 方 向 に
沿 っ て 延 設 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
ま た 、 こ れ と 同 時 若 し く は 合 い 前 後 し て 、 控 え 杭 ２ ４ の 頭 部 と 、 抑 え 板 ２ ２ の 上 端 側 に 設
け ら れ た ア ン カ ー ボ ル ト ３ ０ と を 埋 設 す る よ う に し て 上 部 コ ン ク リ ー ト 盤 １ ８ が 、 現 場 打
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設 に よ り 形 成 さ れ る 。 上 部 コ ン ク リ ー ト 盤 １ ８ は 、 石 積 壁 １ ６ の 左 右 方 向 に 延 設 さ れ 、 所
定 の 幅 と 厚 み と を 備 え て い る 。 上 部 お よ び 脚 部 コ ン ク リ ー ト 盤 １ ８ ， ２ ０ が 形 成 さ れ る と
、 石 積 壁 １ ６ の 補 強 が 完 了 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
以 上 の よ う に 構 成 し た 石 積 壁 の 補 強 工 法 に よ れ ば 、 全 て の 工 程 が 石 積 壁 １ ６ の 上 部 側 か ら
行 え る の で 、 石 積 壁 １ ６ の 前 面 側 に 作 業 ス ペ ー ス が な く て も 施 工 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
こ の 場 合 、 補 強 対 象 の 石 積 壁 １ ６ が 、 例 え ば 、 営 業 が 行 わ れ て い る 鉄 道 線 路 の 側 面 に 設 け
ら れ た 既 設 の も の で あ る と き に は 、 営 業 終 了 後 の 夜 間 工 事 に 限 ら ず 、 常 時 施 工 が 可 能 な の
で 、 工 費 ， 工 期 の 改 善 効 果 が 大 き い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 、 実 施 例 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に か か る 石 積 壁 の 補 強 構 造 お よ び
補 強 工 法 に よ れ ば 、 石 積 全 体 に 対 す る 効 果 的 な 補 強 が 、 前 面 側 に 殆 ど 作 業 ス ペ ー ス を 必 要
と す る こ と な く 行 え る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に か か る 石 積 壁 の 補 強 構 造 の 一 実 施 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 側 方 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ に 示 し た 補 強 構 造 の 力 学 的 構 造 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に か か る 石 積 壁 の 補 強 工 法 の 初 期 工 程 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ に 引 き 続 い て 行 わ れ る 工 程 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ に 引 き 続 い て 行 わ れ る 工 程 の 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 　 　 　 傾 斜 地 山
１ ２ 　 　 　 　 裏 込 め 栗 石 層
１ ４ 　 　 　 　 石 積 ブ ロ ッ ク
１ ６ 　 　 　 　 石 積 壁
１ ８ 　 　 　 　 上 部 コ ン ク リ ー ト 盤
２ ０ 　 　 　 　 脚 部 コ ン ク リ ー ト 盤
２ ２ 　 　 　 　 抑 え 板
２ ４ 　 　 　 　 控 え 杭
２ ６ 　 　 　 　 基 礎 杭
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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